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ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
、
日
本
で
も
多
く

の
自
治
体
で
採
用
さ
れ
て
い
る
新
し
い
環

境
美
化
の
手
法
で
す
。

私
た
ち
の
ま
ち
を
、
私
た
ち
の
手
で
き

れ
い
に
す
る
こ
と
が
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ

く
り
の
第
一
歩
。
市
と
市
民
や
企
業
な
ど

が
役
割
分
担
し
、
活
動
を
通
し
て
参
加
者

の
連
帯
感
や
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
、
身

近
な
生
活
環
境
を
改
善
し
、
き
れ
い
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
（
�
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
）
に

道
路
や
公
園
・
広
場
、
河
川
の
里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
美
化
活
動
を
行
う
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
『
の
ぼ
り
べ
つ
・
ク
リ
ー
ン
＆
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
』

を
�
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
力
で
推
進
す
る
こ
の

事
業
に
、
皆
さ
ん
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

み
ん
な
の
力
で

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

〜
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
の
ぼ
り
べ
つ
・
ク
リ

　

ー
ン 
＆ 
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
』
４
月
ス
タ
ー
ト
！
〜

ア
ン
ド

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

アダプト（ＡＤＯＰＴ）とは、英
語で『～を養子にする』の意味で、
公園や道路などの公共施設を子ども
に見立て、市民や企業などが里親と
なり、わが子を育てるように世話

（清掃・美
化）をする
ことから命
名されまし
た。

道
路
、
公
園
・
広
場
、
河
川
と
し
ま
す
。

活
動
す
る
場
所
は

・
２
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
（
家
族
、
町
内

会
等
、
学
校
、
商
店
、
企
業
、
各
種
団

体
）
と
し
ま
す
。

※
中
学
生
以
下
の
方
が
主
体
の
グ
ル
ー
プ

の
場
合
は
、
活
動
中
の
子
ど
も
の
安
全

里
親
に
な
る
た
め
に
は

を
図
る
た
め
、
大
人
の
責
任
者
が
必
要

で
す
。

里
親
と
市
の
役
割
分
担
は

�活動範囲（区域・区間）は里親の可能な
範囲とします。
 例…○○道路（川）の延長○○㍍区間
  ○○公園の全部
  △△公園の花壇○カ所
�活動は原則月１回以上とします。ただし、
作業内容によっては冬期間（降雪後）を
除きます。

協働

合意書の
取り交わ
し

里親（家族、町内会等、企業など）の役割 市の役割

◎道路
道路の一定区間において、歩道の清掃や植樹 桝 の管理

ます

（除草、花の手入れ）、ごみ（空き缶やたばこの吸い殻、
紙くずなど、以下同）の収集・廃棄など

◎公園・広場
園内のごみの収集・廃棄、草刈り、花壇の手入れ（花の
手入れ、除草）、広場・駐車場の清掃、遊具の異常発見
の通報など

※大規模な公園の場合は、施設の一部でも可能
◎河川
一定区間の河川敷地内の草刈り、ごみの収集・廃棄など

◎活動に必要な用具などの
提供（ほうき、ちりとり、
シャベル、ごみ袋、その
他必要な用具など）

◎ボランティア保険の加入

◎美化活動が行われる場所
に掲示する看板『アダプ
トサイン』の設置（要望
などがあった場合）

みんなの力できれいなまちづくり
～アダプトプログラム『のぼりべつ・クリ
　ーン ＆ フレッシュ事業』４月スタート！～

アンド


